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生駒市都市計画マスタープラン庁内検討会議の概要報告 

 

 

 

１ 趣旨・目的等 

 ・20 年後のまちの姿を展望しつつ、概ね 10 年後の生駒市のまちづくりを考えていくにあたり

重要となる視点（テーマや課題等）の洗い出し 

 ・都市計画分野だけに捉われない活発な議論の誘発と分野間の連携の必要性の理解を深める 

 

 

２ 構成課 

市長公室        福祉健康部       上下水道部       

秘書企画課 高齢施策課 下水道課 

総務部         障がい福祉課 上下水道部総務課 

総務課 地域包括ケア推進課 教育振興部       

防災安全課 健康課 教育総務課 

財政経営課 地域医療課 こども課 

地域活力創生部     建設部         生涯学習部       

市民活動推進課 事業計画課 生涯学習課 

いこまの魅力創造課 都市整備部       図書館 

環境モデル都市推進課 都市計画課 スポーツ振興課 

農林課 都市計画課住宅政策室 消防本部        

商工観光課 建築課 消防本部総務課 

市民部         みどり公園課  

環境保全課   
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３ 各回のプログラム 

テーマ 日時 アドバイザー 内 容 

第 1回 

生駒市都市計画マスタープラ

ンの策定について 

令和元年 

10月 9日(水) 

大阪市立大学大学院 

工学研究科 

嘉名光市 教授 

• 検討の流れと視点について 

• これからの生駒市のまちづくりを考える上での必要な視点について 

【講演】 

• これからの生駒市のまちづくりについて（個人視点）【ＧＷ】 

第 2回 

生駒市のまちづくりを考える

上での必要な視点について 

令和元年 

10月 29日(火) 

近畿大学総合社会学部 

田中晃代 准教授 

• 地域の特徴を活かしたまちづくり【講演】 

• これからの生駒市のまちづくりを考える上での必要な視点について 

（担当課視点）【ＧＷ】 

第 3回 

基礎調査データを用いた課題

の再確認 

令和元年 

11月 21日(木) 

九州大学大学院システム

情報科学研究院 

荒川豊 教授 

(奈良先端科学技術大学

院大学 客員教授) 

• これからの時代における生駒のまちづくり【講演】 

• 基礎調査データの詳細説明 

• 基礎調査データを用いた課題の再確認【意見交換】 

第 4回 

各地域の状況に応じたまちづ

くりについて 

令和元年 

12月 18日(水) 

畿央大学大学院 

健康科学研究科 

東実千代 教授 

• 生駒における成熟型のまちづくり【講演】 

• 各地域の状況に応じたまちづくりについて【GW】 

第 5回 

市民意向調査結果と都市づく

りの課題の確認と整理 

令和 2年 

1月 17日(金) 

奈良県立大学 

地域創造学部 

佐藤由美 教授 

• 郊外住宅地のこれから【講演】  

• 市民意向調査結果の報告と確認 

• 都市づくりの検討テーマの整理 

第 6回 

都市づくりの課題について 

令和 2年 

1月 29日(水) 

京都大学大学院 

工学研究科 

松中亮治 准教授 

• まちを“計画”するにあたって【講演】 

• 都市づくりの課題について 
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10 年後の課題 

生駒市都市計画マスタープラン庁内検討会議で出た課題の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●独居老人への対応 

（孤独死等） 

●地籍調査対象区域が多く残っている 

●人口の自然減、社会減の進行 

●依然として脱ベッドタウン化が進まず

（ベッドタウンとして陳腐化？） 

●土砂災害等の被害が頻発し

対応の必要性が増大 

●小、中学校の児童数減、

それに伴う諸問題（空き

教室等）への対応 

●遊休農地の増加 

⇔農業従事者の高齢化 

●介護難民の増加（障がい者の高

齢化や単身生活者の増加等） 

●高齢者のいきがいづくり 

●災害時の要介護者への医

療救護体制の整備 

●精神障がい者の増加や就労者への対応 

●ICT や AI の発達に伴い

キャリアプラン等が変化 

●暮らしのサポートのニーズが

増加（多様化？） 

●女性就労者の増加に伴う

学童の増加 

健
康
・
福
祉 

●公共交通サービス水準の低下

（利用者減／運転手不足等） 

●自然災害（水害等）に対する

安全性確保の必要性が増大 

●温室効果ガスが目標通り

削減されていない 

●災害時の要援護者対応の必要

性が増大 
●高齢化に伴う救急需要増 

●再生可能エネルギーの普及が

不十分 

●下水道整備（人口減に伴う

使用料収入の減） 

●公園の維持管理に係る

財源不足 

●市税収入の減少 

／自主財源の減少 

●施設の廃止や統廃合の推進 ●庁舎施設等の老朽化（維持

管理、更新等への対応） 

●過疎化が進む住宅地にお

ける交通の便の確保 

●健康寿命延伸への支援 

●地域スポーツ振興

の取組が縮小 

●企業活動を維持するため

の人材確保が難 

●商店等の減少への対応 

交
通
・
活
力 

●空き家の増加 

●南海トラフ巨大地震が発生 

⇒復旧・復興への対応中？ 

●自治会役員構の変化、 

自治会自体の存続の困難 ●インフラの耐震化への対応

（費用の増大） 

●ステーション方針によるごみ収集が機能するか

どうか（人口減少、高齢化等に起因） 

●ごみ処理等に係るコストの増大 

⇒効率化への対応が必要 

●市街化調整区域における

空き家の増加 

●地域活動の担い手不足、

農業の後継者不足 

防 災 

環 境 

/エネルギー 

人口減少／

高齢化 

行政経営／インフラの効率化 

⇒移動（交通） 

⇒福祉 

⇒市街化調整区域（旧集落地） 

⇒オールドニュータウン 


